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　　　　Fig．7
場合，力率や効率が如何に改善されるかを調べる．
　回路や電流ゴ乙ゴ．の式は〈3．1＞節と同じで，ただ
η＝5を3．25～6に変化させるのみで．よい．その結果，
フーリエ係数，電流実効値の式もそのまま用い得る．
　まず負荷角δとフィ．ルタ設定角鑑（850と60．に設定）
をパラメータとして，高調波次数η可変に対する入
力々率P．F単純効率η，最適インピダンス比凡と基
本波力率FπηP．FのグラフをFig．7（a）～（d）に示す．
　図中の⑭印は1），Fとη，の交点を，↑印はη』5の
く3．1＞対応の同調時のデ↓タを示している．δ＝
20～40．辺りでは鑑＝60．より85．の方が，つまり7．が
小’さい方が良いデータを与える．またδが大，つまり
強誘導性負荷になるほど負荷力率より入力々率が⑭点
では改良される．〃＝3．5辺りにとればP二Fはかなり
良くすることができるがη，は低下し，またη＝6と大
ではその逆になってしまう．その中間．として⑭点が考
えられる．
　このデータは負荷乙の大小に依らず，δ。と凡が決
まれば同じデータを与える．しかしδ。＝85。では7。＝
0．5以下になる場合が生じ，実際の内部抵抗や残留抵抗
P．F，η、＆1㌦vers．　n　on　the　tuning　out　parallel　f｛lter．（δη＝850＆60。ごonstant）
等の和0．5～1∫2と異り実状に合わない．またδ大で
はF槻P．Fも1より低下してしまう場合がある．
　そこで実際的なγ。一〇．5または152に固定させた並
列五。C．γ．フィルタの場合についての解析を次に行
う．計算上野に負荷抵抗Z、を定める必要があり，負荷
電流の大小に対応させてZ、＝1～10ρに設定する．
　P．Fmaxにする凡の場合と同じく，いま基本波力
率F襯P．Fを最高1にするインピーダンス比F＝
ZL／Z。＝1瑚／1砒の値を求める．
　F襯P．F≡COSφ1＝∂1／α12＋∂12
　　　　　一（δL十Fろ。）／（α、＋Fα。）2＋（∂、＋F∂。）2
これより∂Fπη、P．F／∂P＝0とするF・＝F．を求むれ
ば，
　凡＝一α乙／απ＞0　　　　　・　　』　　　　　⑮
これを上式に代入すれば丁度FπηP．F＝1となる．な
お，
nF識一〉顎諾雛鑑応（16）
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をFig．8（a）～（f）に示す．勿論F襯P．F；1である．こ
れはZ乙と7．の大小でなく，Zしと7．の比が等しいグ
ラフは同一データを与えることが分る．Fig．8で（a）（b）
は軽負荷，（c）（d）は中負荷，（e）（f）は重負荷に対応する場
合を示す．％＝5より小さく4あるいは3．5辺りに選べ
ば，弱誘導性負荷ではP．F，η。とも僅かに，強誘導性
負荷ではP．Fはかなりに，η、は僅かに改良されるこ
とを示している．
4．むすび
　微分方程式を解いて負荷電流とフィルタ電流の式を
求め，それらの各フーリエ係数，実効電流の式も厳密
解も得られ，入力々率，基本波力率と単純効率を詳し
く求めることができる．
　また入力々率や基本波力率を最大にする負荷電流と
フィルタ電流の振幅比つまり基本波インピダンス比の
条件式も得られる．これによると負荷電流に比べて
フィルタ電流振幅は1／25～1／5に小さく流すのが最
適ということになる．つまりフィルタインピダンスは
20～5倍に大きい方が良いという結果であった．
　それによりフィルタ接続時の解析が簡単になり，同
調型並列フィルタと同調型直並列フィルタによる力率，
効率などの解析の結果がつかめた．
　同調時のフィルタ大電流は力率の効率を低下させる
恐れがある．そのため高調波次数を同調の整数値ばか
りでなく，仮分数値にも可変させることが考えられる．
これにより力率や効率をかなり改善できる．
　また回路の洩れインダクタンス，浮遊容量や内部抵
抗，残留抵抗は負荷側とフィルタ側のインピダンスに
含ませて幾分実際的に検討することができる．
　今後は並列アィルタを複数にした解析を行うが，そ
こでは高次代数方程式を数値的に解く面倒さがある．
以上の実験も行って，さらに位相制御単相電源や矩形
波電源などの場合についても解析・実験を行う予定に
している．
　この研究にあたり御指導いた九大工学部原田教授に
感謝の意を表する．
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